
保健福祉センターを訪れるお子様
連れの方のために、保健福祉セン
ター1階にキッズコーナーとベビー
ベッドを設置しました。�
お気軽にご利用ください。�

●おもな内容�

医療保険制度が変わります ………　②～③�
後期高齢者医療制度④ ……………　④～⑤�

広報�
なかい�

22 2008.FEB2008.FEB
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急
速
な
少
子
高
齢
化
の
進
展
の
中
で
、
皆

さ
ん
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
た
め

に
、
国
民
皆
保
険
が
持
続
で
き
る
よ
う
医
療

保
険
制
度
が
平
成
20
年
4
月
よ
り
一
部
改
正

さ
れ
ま
す
。
�

�����　
こ
れ
ま
で
町
が
実
施
し
て
い
た
「
基
本
健

康
診
査
」
に
替
わ
り
、
40
〜
74
歳
の
人
を
対

象
に
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内

臓
脂
肪
症
候
群
）
に
着
目
し
た
新
た
な
健
診

制
度
『
特
定
健
康
診
査
（
特
定
健
診
）
・
特

定
保
健
指
導
』
が
始
ま
り
ま
す
。
�

　
特
定
健
診
で
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
の
該
当
者
や
予
備
軍
を
把
握
し
、
特

定
保
健
指
導
に
お
い
て
、
健
診
結
果
に
よ
る

必
要
度
に
応
じ
た
生
活
習
慣
の
改
善
を
支
援

す
る
保
健
指
導
が
行
わ
れ
ま
す
。
�

　
な
お
、
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
は
、

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
や
健
康
保
険
組
合

等
の
各
医
療
保
険
者
が
各
々
の
医
療
保
険
加

入
者
に
対
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
義
務
化
さ

れ
て
い
ま
す
。
特
定
健
診
等
の
受
診
案
内
は
、

国
保
加
入
者
へ
は
保
険
者
で
あ
る
町
か
ら
、

国
保
以
外
の
医
療
保
険
加
入
者
へ
は
そ
れ
ぞ

れ
の
保
険
者
か
ら
行
わ
れ
ま
す
。
�

※
75
歳
以
上
の
方
の
健
康
診
査
に
つ
い
て
は
、

　
「
神
奈
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」

　
が
実
施
し
ま
す
。
�

※
各
種
が
ん
検
診
と
35
〜
39
歳
の
方
の
健
康

　
診
査
は
、
従
来
ど
お
り
町
で
実
施
し
ま
す
。

　
「
平
成
20
年
度
健
診
予
定
調
査
」
で
受
診

　
希
望
を
伺
い
ま
す
。
調
査
票
は
、
3
月
に

　
各
自
治
会
の
生
活
環
境
委
員
が
各
世
帯
へ

　
配
布
・
回
収
す
る
予
定
で
す
。
�

　
自
己
負
担
を
2
割
と
す
る
対
象
年
齢
が
、

「
3
歳
未
満
」
か
ら
「
小
学
校
入
学
前
」
ま

で
に
拡
大
さ
れ
ま
す
。
�

　
た
だ
し
、
中
井
町
で
は
、
小
学
校
修
了
ま

で
の
子
ど
も
を
対
象
に
医
療
費
の
無
料
化
を

行
っ
て
い
る
の
で
、
現
実
に
は
、
医
療
費
の

自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。
�

医
療
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
す

医
療
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
す
�

医
療
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
す

医
療
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
す
�

医
療
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
す

医
療
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
す
�

医
療
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
す
�

平
成
２０
年
4
月
か
ら
�

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
�

が
始
ま
り
ま
す
�

11

医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
が
変
わ
り
ま
す
�

22
（
１
）
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
の
自
己
負
担
割
合
が
2
割
に
�

平成20年3月まで�

平成20年4月から�

中井町では�

た
だ
し
…
�

勤務先で職場健診を�
受けている方は従来�
どおり職場での健診�
を受診。�
それ以外の方は国民�
健康保険（中井町）が�
案内する健診を受診。�

従来どおり職場での�
健診を受診。�

加入している医療保険�

国民健康保険�

本人�

家族�

被用者保険（健康保�
険組合、共済組合等）�

健康保険組合等が案�
内する健診を受診。�

健
診
結
果
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
た
保
健
指
導
�

健
診
結
果
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
た
保
健
指
導
�

低
　改
善
の
必
要
度
�

情
報
提
供
�

　
�

◎
す
べ
て
の
�

　
健
診
受
診
者
に
�

　
�

　
問
診
や
健
診
結
果
を
も
�

と
に
し
て
、
自
ら
の
生
活
�

習
慣
の
見
直
し
や
生
活
習
�

慣
改
善
の
き
っ
か
け
と
な
�

る
情
報
が
提
供
さ
れ
ま
す
。�

中
　改
善
の
必
要
度
�

動
機
づ
け
支
援
�

　
�

◎
メ
タ
ボ
予
備
軍
と
�

　
い
う
人
に
�

　
�

　
面
接
を
行
い
、
生
活
習
�

慣
を
改
善
す
る
た
め
、
す
�

ぐ
に
実
行
で
き
る
目
標
を
�

立
て
る
サ
ポ
ー
ト
を
医
師
�

・
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
�

な
ど
が
行
い
ま
す
。
�

高
　改
善
の
必
要
度
�

積
極
的
支
援
�

　
�

◎
メ
タ
ボ
に
該
当
と
�

　
い
う
人
に
�

　
�

　
生
活
習
慣
を
改
善
す
る
�

た
め
の
行
動
計
画
を
立
て
、�

３
か
月
以
上
継
続
し
て
医
�

師
・
保
健
師
・
管
理
栄
養
�

士
な
ど
が
保
健
指
導
を
行
�

い
ま
す
。
�
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自
己
負
担
が
現
行
の
1
割
か
ら
2
割
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
現
役
並
み
所
得
者
の
人

は
3
割
で
変
わ
り
ま
せ
ん
。
�
�

　
た
だ
し
、
現
在
、
平
成
21
年
3
月
ま
で
引

き
上
げ
時
期
を
1
年
間
先
延
ば
し
し
て
、
そ

れ
ま
で
自
己
負
担
を
1
割
に
据
え
置
く
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。
�

　
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
年
間
の
自
己
負

担
額
の
合
計
額
が
一
定
の
限
度
額
（
上
表
）

を
超
え
た
場
合
は
、
そ
の
超
え
た
分
が
支
給

さ
れ
ま
す
。
�

　
70
歳
以
上
の
人
が
療
養
病
床
に
入
院
す
る

時
は
、
食
費
と
居
住
費
の
一
部
を
自
己
負
担

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
新
た
に
65

歳
以
上
の
人
も
対
象
と
な
り
ま
す
。
�

　
65
歳
以
上
の
国
保
加
入
者
の
保
険
税
に
つ

い
て
、
10
月
よ
り
年
金
か
ら
の
天
引
き
が
始

ま
り
ま
す
。
�

　
た
だ
し
、
年
金
額
が
年
額
18
万
円
未
満
の

方
や
介
護
保
険
料
の
天
引
き
と
合
わ
せ
た
額

が
年
金
額
の
２
分
の
１
を
超
え
る
方
に
つ
い

て
は
、
年
金
か
ら
の
天
引
き
は
さ
れ
ず
、
納

付
書
や
口
座
振
替
に
よ
り
、
町
へ
個
別
に
納

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
�

問合せ�

町
民
課
　
保
険
医
療
班
�

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
８
１
）
１
１
１
４
�

★
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
に
�

　
つ
い
て
は
、
保
健
福
祉
課
健
康
�

　
づ
く
り
班
�

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
８
１
）
５
５
４
８
へ
。
�

療
養
病
床
入
院
時
の
�

「
食
費
・
居
住
費
」
負
担
の
�

対
象
年
齢
が
変
わ
り
ま
す
�

44

国
民
健
康
保
険
税
の
年
金
�

天
引
き
が
始
ま
り
ま
す
�

55

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
�

制
度
が
創
設
さ
れ
ま
す
�

33

（
２
）
70
〜
74
歳
ま
で
の
人
（
現
役
並
み
所
得
者
を
除
く
）
の
�

　
　
　自
己
負
担
割
合
が
2
割
に
�

（現役並み所得者 3割）�

平成20年4月から�

（現役並み所得者 3割）�

平成20年3月まで�

た
だ
し
…
�

（現役並み所得者 3割）�

平成21年3月まで�

に据え置き�

70歳未満�

168万円�

89万円�

45万円�

89万円�

83万円�

41万円�

25万円�

70～74歳�

89万円�

75万円�

41万円�

25万円�

75歳以上�
（後期高齢者医療）�

現役並み所得者�
（上位所得者）�

一　　　般�

低所得者Ⅱ�

低所得者Ⅰ�

●自己負担限度額�※平成20年度は経過措置として１年４か月の�
　期間（H20.4.1～H21.7.31）で算定予定�

◎現役並み所得者�
　　一定の所得（課税所得145万円
　以上）がある方およびその世帯に
　属する70歳以上の方等��

◎上位所得者�
　　総所得金額が600万円を超える
　世帯に属する70歳未満の方��

◎一般�
　　現役並み所得者にも低所得者に
　も該当しない方�

◎低所得者Ⅱ�
　　住民税非課税世帯�

◎低所得者Ⅰ�
　　住民税非課税世帯で、かつ、所
　得が０円となる世帯�

一般（下記以外の人）�
低所得者Ⅱ�
低所得者Ⅰ�
　老齢福祉年金受給者�

460円※�
210円　�
130円　�
100円　�

320円�
320円�
320円�
0円�

1食当たりの食費� 1日当たりの居住費�

●療養病床入院時の食費・居住費の標準負担額�

※一部医療機関では420円。�
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�������　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
運
営
は
、
各
都

道
府
県
ご
と
に
行
わ
れ
、
神
奈
川
県
で
は
県

内
33
市
町
村
が
加
入
す
る
「
神
奈
川
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」
が
行
い
ま
す
。
�

　
病
院
な
ど
の
医
療
機
関
の
窓
口
で
は
、
か

か
っ
た
医
療
費
の
1
割
（
現
役
並
み
所
得
者

は
3
割
）
が
自
己
負
担
額
と
な
り
ま
す
。
�

���　
後
期
高
齢
者
の
医
療
費
（
患
者
負
担
を
除

く
）
を
、
公
費
が
５
割
、
現
役
世
代
か
ら
の

支
援
金
が
４
割
、
後
期
高
齢
者
の
保
険
料
が

１
割
負
担
し
ま
す
﹇
図
１
﹈。�

��○
保
険
料
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対

　
象
（
被
保
険
者
）
と
な
る
方
一
人
一
人
に

　
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
被

　
保
険
者
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
保
険
料
を

　
負
担
し
て
い
な
か
っ
た
健
康
保
険
な
ど
の

　
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
方
も
、

　
保
険
料
を
納
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
�

○
保
険
料
の
額
は
、
被
保
険
者
全
員
が
等
し

　
く
負
担
す
る
「
均
等
割
額
」
と
、
被
保
険

　
者
の
所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る
「
所
得
割

　
額
」
の
合
計
額
と
な
り
ま
す
。
ど
ん
な
に

　
所
得
の
多
い
方
で
も
、
年
間
50
万
円
が
最

　
高
額
で
す
。
�

○
平
成
20
年
度
お
よ
び
21
年
度
の
均
等
割
額

　
は
「
３
９
，
８
６
０
円
」、
所
得
割
率
は

　
「
７
・
４５
％
」
で
す
。
均
等
割
額
お
よ
び
所

　
得
割
率
は
、
神
奈
川
県
内
で
は
同
一
で
す
。�

保
険
料
の
額
・
・
・
・
・
・
・
・
・
�

運
営
主
体
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
�

患
者
負
担
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
�

財
源
構
成
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
�

平
成
２０
年
4
月
ス
タ
ー
ト
�

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
④�

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
７５
歳
以

上
の
方
と
６５
歳
以
上
の
一
定
の
障
害
が

あ
る
方
が
加
入
す
る
新
し
い
医
療
制
度

で
す
。�

［図1］�

後期高齢者支援金�
（若年者の保険料）�

4割�

後期高齢者�
の保険料�
1割�

公費　5割�
（国・都道府県・市区町村）�

被保険者�

（７５歳以上の人）�一定の障害がある�
６５歳以上の人�

保
険
料
�

各医療保険�
（健保、国保等）の�
0～７４歳の�
被保険者�

保
険
料
�

総所得金額等�
（基礎控除後）�

所得割額�

所得割率�
７.４５％�

＝
�

×
�

均等割額�
３９,８６０円�

所得割額�

保険料�

＝
�

＋
�

（年金収入　224万円と推計して算定しています。）�

神奈川県の一人当たりの平均的な保険料�

神奈川県の一人当たりの平均的な保険料は、年額92,750円です。�

○均等割額　　39,860円�

○所得割額　　52,895円�
　（年金収入額　－　公的年金控除額　－　基礎控除額）×　所得割率　＝　所得割額�

　（　　　　　　－　　　　　　　　　－　　　　　　）×　　　　　　＝　52,895円�

●保険料　　均等割額　＋　所得割額　≒　保険料�

　　　　　　　　　　　＋　　　　　　≒�92,750円（10円未満切り捨て）�52,895円�39,860円�

7.45％�330,000円�1,200,000円�2,240,000円�
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��①
低
所
得
世
帯
に
属
す
る
方
�

　
所
得
の
低
い
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
は
、

世
帯
の
所
得
水
準
に
応
じ
て
均
等
割
額
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。
�

　
「
被
保
険
者
本
人
と
世
帯
主
お
よ
び
同
一

世
帯
の
本
人
以
外
の
被
保
険
者
の
前
年
所
得

を
合
計
し
た
額
」
が
次
に
示
す
基
準
を
超
え

な
い
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
均
等
割
額
が
減
額

さ
れ
ま
す
。
�

②
自
分
で
保
険
料
を
払
っ
て
い
な
か
っ
た
方
�

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
直
前

に
、
健
康
保
険
な
ど
の
被
用
者
保
険
の
被
扶

養
者
で
、
自
分
で
保
険
料
を
払
っ
て
い
な
か

っ
た
方
は
、
制
度
加
入
か
ら
２
年
間
は
、
均

等
割
額
が
５
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。
�

　
さ
ら
に
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
９
月
ま
で

は
保
険
料
負
担
が
凍
結
さ
れ
、
10
月
か
ら
平

成
21
年
３
月
ま
で
は
保
険
料
が
９
割
軽
減
さ

れ
ま
す
。
�

　
な
お
、
上
記
①
の
軽
減
基
準
に
も
該
当
す

る
方
は
、
軽
減
割
合
の
高
い
方
が
優
先
的
に

適
用
さ
れ
ま
す
。
�

��　
保
険
料
は
、
原
則
と
し
て
年
金
か
ら
天
引

き
さ
れ
ま
す
。
�

　
た
だ
し
、
年
金
額
が
年
額
18
万
円
未
満
の

方
や
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
の
合
計
額
が
年
金
額
の
２
分
の
１
を
超
え

る
方
に
つ
い
て
は
、
年
金
か
ら
の
天
引
き
は

さ
れ
ず
、
納
付
書
や
口
座
振
替
に
よ
り
、
市

区
町
村
へ
個
別
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。�

【問合せ】�
　�

■町民課　保険医療班�

　ＴＥＬ（８１）１１１４�
　�

■神奈川県後期高齢者医療�

　広域連合事務局�

　ＴＥＬ　０４５（４４０）６７００�

　http://www.kouiki-rengou-�

　kanagawa.jp/

保
険
料
の
軽
減
・
・
・
・
・
・
・
�

保
険
料
の
納
め
方
・
・
・
・
・
・
�

※所得の算定にあたり、収入が公的年金によるものである場合は、年�
　金収入額から公的年金控除（120万円）と高齢者特別控除（15万円）�
　を控除した額を所得とみなします。�

総所得金額等が下記の基準を超えない世帯�

基礎控除額（33万円）�

基礎控除額（33万円）�
　　　＋24.5万円×被保険者数（本人を除く）�

基礎控除額（33万円）＋35万円×被保険者数�

減額割合�

7割�

5割�

2割�

平
成
２１
年
4
月
か
ら
�

平
成
２２
年
3
月
ま
で
�

保
険
料
負
担
を
5
割
軽
減
�

平
成
２０
年
１０
月
か
ら
�

平
成
２１
年
3
月
ま
で
�

保
険
料
負
担
を
9
割
軽
減
�

平
成
２０
年
4
月
か
ら
�

9
月
ま
で
�

保
険
料
負
担
を
凍
結
�

２２年４月�２１年４月�２０年１０月�２０年４月�

実
際
に
お
支
払
い
�

い
た
だ
く
保
険
料
�

本
来
の
�

保
険
料
�

保
険
料（
均
等
割
）�

9
割
軽
減
�

夫婦世帯の例（夫７５歳＝年金収入168万円、妻７５歳＝基礎年金79万円）�

［※１］均等割額は7割軽減が適用�
［※２］（168万円－120万円－33万円）×7.45％�

均等割額� 所得割額� 保 険 料�

夫�

妻�

１１,９５８円�
［※１］�

１１,１７５円�
［※２］�２３,１３０円�

１１,９５８円�
［※１］�

なし� １１,９５０円�

所得割額�

均等割額�７割軽減�
５割軽減�

２割軽減�

夫の年金収入の額�

保
険
料
額
�

１９２.５万円� ２３８万円�１６８万円�

１５３万円�
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富
士
山
は
、
江
戸
時
代
の
宝
永
４
年
（
１

７
０
７
年
）
に
大
噴
火
を
起
こ
し
て
か
ら
３

０
０
年
が
経
ち
ま
す
。
�
�

　
も
し
、
富
士
山
が
噴
火
し
た
ら
ど
の
よ
う

な
状
況
と
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？
�

　
神
奈
川
県
で
は
、
流
下
物
（
溶
岩
流
、
火

砕
流
な
ど
）
の
危
険
は
な
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
中
井
町
で
は
３０
〜
５０�
cm
の
降

灰
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
富
士
山
が
噴
火

し
、
降
灰
が
あ
っ
た
ら
次
の
こ
と
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。
�

�・
気
象
庁
が
発
表
す
る
情
報
や
、
町
の
広
報

　
な
ど
に
よ
り
正
し
い
情
報
を
得
る
。
�

・
大
雨
が
降
っ
た
ら
土
石
流
に
注
意
す
る
。
�

�・
灰
を
吸
わ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
マ
ス

　
ク
や
ゴ
ー
グ
ル
を
着
用
す
る
。
�

�・
火
山
灰
の
ほ
か
、
小
石
が
降
っ
て
く
る
こ

　
と
が
あ
る
の
で
、
や
む
を
得
ず
外
に
出
る

　
と
き
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
す
る
。
�

�・
家
は
窓
を
閉
め
て
建
物
を
密
閉
す
る
。
木

　
造
家
屋
で
は
屋
根
に
３０�
cm
以
上
の
降
灰
が

　
積
も
る
と
崩
壊
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。
�

�・
車
で
走
る
と
、
灰
を
巻
き
上
げ
て
視
界
不

　
良
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
雨
が
降
る
と
ワ

　
イ
パ
ー
が
使
え
ず
、
ス
リ
ッ
プ
に
も
注
意

　
が
必
要
で
す
。
�

　
気
象
庁
で
は
、
概
ね
１
万
年
以
内
に
噴
火

し
た
火
山
お
よ
び
現
在
活
発
な
噴
気
活
動
に

あ
る
火
山
を
活
火
山
と
し
て
位
置
づ
け
て
お

り
、
神
奈
川
県
内
で
は
箱
根
山
、
周
辺
で
は

富
士
山
、
伊
豆
大
島
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
�

　
こ
れ
ま
で
気
象
庁
は
、

火
山
活
動
に
変
化
が
現
れ

た
場
合
、「
緊
急
火
山
情
報
」

や
「
臨
時
火
山
情
報
」
と

し
て
発
表
し
て
い
ま
し
た

が
、
そ
れ
ら
の
情
報
は
廃

止
と
な
り
、
新
た
に
「
噴

火
警
報
」
や
「
火
口
周
辺

警
報
」、「
噴
火
予
報
」
と

し
て
発
表
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
の

火
山
情
報
と
比
べ
、
伝
え

ら
れ
る
内
容
も
わ
か
り
や

す
く
、
よ
り
具
体
的
な
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
�

　
ま
た
、「
噴
火
警
報
」
等

に
は
、
迅
速
か
つ
的
確
な

防
災
行
動
が
と
れ
る
よ
う
、

５
段
階
の
「
噴
火
警
戒
レ

ベ
ル
」
が
設
定
さ
れ
て
い

る
火
山
も
あ
り
、
現
在
は

全
国
に
1
0
8
あ
る
火
山
の
う
ち
16
の
火
山

で
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
神
奈
川
県
近
隣
で

は
、
富
士
山
と
伊
豆
大
島
が
レ
ベ
ル
１
と
な

っ
て
い
ま
す
。
�

�

宝
永
の
大
噴
火
�

　
噴
火
1
〜
2
か
月
前
か

ら
山
中
の
み
で
有
感
と
な

る
地
震
活
動
が
発
生
。
十

数
日
前
か
ら
地
震
活
動
が

活
発
化
し
、
前
日
に
は
山

麓
で
も
有
感
と
な
る
地
震

が
増
加
（
最
大
規
模
は
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
5
級
）。�

　
1
7
0
7
年
１２
月
１６
日

朝
に
南
東
山
腹
（
今
の
宝

永
山
）
で
爆
発
し
、
黒
煙
、

噴
石
、
降
灰
砂
、
雷
な

ど
が
発
生
。
そ
の
日
の

う
ち
に
江
戸
に
も
多
量

の
降
灰
が
あ
り
、
川
崎

で
厚
さ
5
cm
。
噴
火
は

月
末
ま
で
断
続
的
に
起

き
、
山
麓
で
は
家
屋
や

耕
地
が
被
害
を
受
け
、

噴
火
後
に
は
洪
水
等
の

土
砂
災
害
が
継
続
し
た
。

こ
の
噴
火
に
よ
る
噴
出

物
総
量
は
約
7
億
m3　
。
�

（
資
料
‥
気
象
庁
）�

万
一
、
富
士
山
が
噴
火
し
た
ら
…
�

※詳しい情報は、気象庁ホームページ（http://www.jma.go.jp/）をご覧ください。�

　　　　　 住民等の行動�
�
�
危険な居住地域からの避難が必要。�
�

警戒が必要な居住地域での避難準備、�
体の不自由な方等は避難が必要。�
�
通常の生活（今後の火山活動の推移に�
注意する）。登山・入山の禁止など。�
�
�
通常の生活。火口周辺立入規制など。�
�
�
通常の生活。�

レベル�
�
�

レベル5�
�
�

レベル4�
�
�

レベル3�
�
�

レベル2�
�
�

レベル1

予報警報�
�
�
�

噴 火 警 報�
�
�
�
�
�

火口周辺警報�
�
�
�
�

噴 火 予 報�
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1
月
4
日
（
金
）
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

ー
で
、
賀
詞
交
歓
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
席
上
で
、
町
政
へ
の
功
労
者
等
の
表
彰
式

が
併
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
被
表
彰
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）
�

���▽
市
川
　
博
（
北
田
）
�

　
町
議
会
議
員
に
４

期
16
年
（
う
ち
議
長

２
年
）
在
職
さ
れ
、

町
政
発
展
に
貢
献
。
�

��▽
重
田
啓
治
（
遠
藤
）
�

　
町
議
会
議
員
に
４

期
16
年
（
う
ち
議
長

２
年
）
在
職
さ
れ
、

町
政
発
展
に
貢
献
。
�

��▽
武
井
宜
久
（
半
分
形
）
�

　
町
消
防
団
副
団
長

に
２
期
４
年
、
町
議

会
議
員
に
２
期
８
年

在
職
さ
れ
、
町
政
発

展
に
貢
献
。
�

▽
相
原
　
進
（
遠
藤
）
�

　
町
各
種
事
業
の
振
興

の
た
め
、
多
額
の
金
員

を
寄
付
。
�

��

�▽
小
澤
克
明
（
松
本
上
）
�

　
町
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
に
６
年
６
月
在
職

さ
れ
、
地
域
福
祉
の
推

進
に
尽
力
。
�

��▽
小
清
水
信
行
（
宮
向
）
�

　
町
教
育
委
員
に
２
期

８
年
（
う
ち
委
員
長
４

年
）
在
職
さ
れ
、
教
育
、

学
術
、
文
化
の
振
興
、

発
展
に
尽
力
。
�

�▽
中
井
中
学
校
�

　
　
　
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
�

�　
全
国
中
学
校
体
育
大

会
に
出
場
を
果
た
し
、

中
井
中
学
校
の
進
展
と

町
の
教
育
、
ス
ポ
ー
ツ

の
進
展
に
貢
献
。
�

�

���　
1
月
14
日
（
月
）、
中
井
中
央
公
園
で
新
春

恒
例
の
中
井
町
消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
消
防
団
員
1
2
8
名
に
よ
る
分
列
行
進

や
一
斉
放
水
、
第
一
分
団
・
第
二
分
団
・
第

七
分
団
に
よ
る
消
防
操
法
な
ど
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
」
の
た
め
、
永
年
に
わ
た
り
消
防
団
活
動

に
従
事
さ
れ
た
方
々
の
表
彰
が
併
せ
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
被
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

（
敬
称
略
）
�

������������■
消
防
庁
長
官
表
彰
�

　
退
職
表
彰
　
前
分
団
長
　
　
相
原
　
徹
�

　
　
　
　
　
　
前
副
分
団
長
　
小
清
水
　
理
�

�■
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
�

　
功
績
賞
　
　
団
　
長
　
　
　
及
川
春
男
�

�■
神
奈
川
県
消
防
協
会
長
表
彰
�

　
勤
続
章
　
　
団
　
長
　
　
　
及
川
春
男
�

　
功
績
章
　
　
副
団
長
　
　
　
半
田
晴
夫
�

�■
神
奈
川
県
消
防
協
会
足
柄
上
支
部
長
表
彰
�

　
功
績
表
彰
　
分
団
長
　
　
　
加
藤
隆
志
�

■
中
井
町
長
表
彰
�

　
永
年
勤
続
表
彰
�

　
　
15
年
　第
六
分
団
　班
　
長
　
金
子
健
造
�

　
　
　
　
　第
七
分
団
　分
団
長
　
岩
本
　
修
�

�■
中
井
町
消
防
団
長
表
彰
�

　
無
火
災
分
団
表
彰
�

　
　
第
一
分
団
・
第
二
分
団
・
第
三
分
団
・
第
�

　
　
四
分
団
・
第
五
分
団
・
第
六
分
団
・
第
七
�

　
　
分
団
�

　
優
良
団
員
表
彰
�

　
　
第
一
分
団
　
庶
務
班
長
　
　
加
藤
雅
士
�

　
　
第
二
分
団
 
副
分
団
長
　
　
武
井
一
紀
�

　
　
第
三
分
団
 
副
分
団
長
　
　
関
野
　
清
�

　
　
第
四
分
団
 
機
械
班
長
　
　
相
原
貴
弘
�

　
　
第
五
分
団
 
副
分
団
長
　
　
尾
上
彰
彦
�

　
　
第
六
分
団
 
筒
先
ホ
ー
ス
班
長
　
金
子
健
造
�

　
　
第
七
分
団
 
副
分
団
長
　
　
渡
辺
明
洋
�

消
防
出
初
式
�

賀
詞
交
歓
会
・
表
彰
式
�

功
労
表
彰
�

一
般
表
彰
�
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12
月
15
日
（
土
）
中
井
中
央
公
園
野
球

場
で
、
ふ
れ
あ
い
少
年
野
球
教
室
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
�

　
教
室
に
は
、
横
浜
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
の
若

手
選
手
3
名
を
コ
ー
チ
に
招
き
、
足
柄
上

郡
の
少
年
野
球
チ
ー
ム
に
在
籍
す
る
小
学

生
と
中
井
中
学
校
野
球
部
員
、
約
1
5
0

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
�

　
子
ど
も
た
ち
は
憧
れ
の
プ
ロ
選
手
か
ら

ピ
ッ
チ
ン
グ
や
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
、
バ

ッ
テ
ィ
ン
グ
の
指
導
を
受
け
、
最
後
は
プ

ロ
選
手
と
の
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
に
元
気
よ
く
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
ト
ス
バ
ッ
テ
ィ
ン

グ
や
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
で
プ
ロ
選
手
が
手
本
を
見

せ
る
と
、
間
近
で
見
る
プ
ロ
の
迫
力
あ
る
バ

ッ
テ
ィ
ン
グ
に
、
子
ど
も
た
ち
は
目
を
輝
か

せ
て
い
ま
し
た
。
�

　
12
月
21
日
（
金
）、
尾
上
町
長
が
井

ノ
口
小
学
校
を
訪
問
し
、
３
年
１
組
の

児
童
と
一
緒
に
机
を
囲
ん
で
給
食
を
食

べ
て
交
流
し
ま
し
た
。
�

　
町
長
は
「
給
食
を
残
す
こ
と
は
も
っ
た
い

な
い
。
美
味
し
く
食
べ
て
栄
養
に
し
て
く
だ

さ
い
。」「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
が
大

切
。」「
大
い
に
学
び
、
大
い
に
遊
ん
で
く
だ

さ
い
。」
と
子
ど
も
た
ち
に
語
り
か
け
ま
し

た
。
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
な
ご
や
か
な
給
食
交

流
と
な
り
ま
し
た
。�

�����������������　
町
長
の
給
食
交
流
は
、
昨
年
6
月
に
は
中

村
小
学
校
で
行
わ
れ
、
今
年
の
学
校
給
食
週

間
中
の
1
月
24
日
（
木
）
に
は
、
中
井
中
学

校
3
年
生
と
生
徒
が
選
ん
だ
リ
ク
エ
ス
ト
給

食
を
食
べ
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
�

　
町
で
は
、
道
路
整
備
の
際
に
伐
採
さ

れ
た
街
路
樹
の
有
効
活
用
を
図
ろ
う
と
、

昨
年
度
に
神
奈
川
県
松
田
土
木
事
務
所

よ
り
譲
り
受
け
た
イ
チ
ョ
ウ
21
本
を
、

大
工
の
眞
壁
孝
夫
さ
ん
（
遠
藤
）
の
協

力
で
ま
な
板
約
3
0
0
枚
に
加

工
し
、
町
内
の
小
･
中
学
校
や

自
治
会
、
井
ノ
口
公
民
館
な
ど

に
配
布
し
ま
し
た
。
ま
た
、
併

せ
て
約
1
0
0
枚
の
版
画
板
に

も
加
工
し
、
町
内
の
小
学
校
へ

配
布
し
ま
し
た
。
�

　
12
月
18
日
（
火
）
に
は
中
村

小
学
校
で
調
理
実
習
が
行
わ
れ
、

子
ど
も
た
ち
は
イ
チ
ョ
ウ
か
ら

作
ら
れ
た
新
し
い
ま
な
板
を
使

用
し
て
、
焼
き
そ
ば
や
チ
ャ
ー

ハ
ン
な
ど
の
材
料
を
切
っ
て
い

ま
し
た
。
�

　
伐
採
さ
れ
た
街
路
樹
か
ら
で

き
た
ま
な
板
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
調
理
用
具
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
資

源
の
有
効
活
用
の
大
切
さ
を
知
る
と
い

う
、
二
役
を
こ
な
す
教
材
と
な
っ
た
よ

う
で
し
た
。
�



9　広報なかい2月号�

　
1
月
3
日（
木
）、
新
春
恒
例
の
足
柄
上

地
区
一
周
駅
伝
が
開
催
さ
れ
、
足
柄
上
地

区
1
市
5
町
の
ほ
か
オ
ー
プ
ン
参
加
の
チ

ー
ム
も
含
め
計
９
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し

た
。
�

　
中
井
町
チ
ー
ム
は
３
位
入
賞
を
果
た
し
、

そ
の
ほ
か
の
結
果
は
、
1
位
山
北
町
、
2

位
大
井
町
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
第
６

区
を
走
っ
た
金
子
和
博
さ
ん
（
大
久
保
）

が
今
大
会
で
通
算
20
回
出
場
と
な
り
、
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
�

　
1
月
7
日
（
月
）
中
村
小
学
校
で
、

交
通
安
全
ス
ト
ラ
ッ
プ
の
贈
呈
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
は
、

荘
司
光
江
さ
ん
（
北
田
）
が
全
校
児
童

２
８
４
人
の
た
め
に
手
作
り
で
作
製
さ

れ
た
も
の
で
、
古
着
な
ど
で
作
ら
れ
た

カ
エ
ル
の
マ
ス
コ
ッ
ト
が
あ
し
ら
わ
れ

て
い
ま
す
。「
ぶ
じ
か
え
る
く
ん
」
と
名

付
け
ら
れ
た
カ
エ
ル
に
は
、
子
ど
も
た

ち
に
毎
日
無
事
に
登
下
校
し
て
ほ
し
い
と
い

う
荘
司
さ
ん
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
贈
呈
式
で
は
、
荘
司
さ
ん
が
「
皆
さ
ん
の

交
通
安
全
と
健
康
を
願
っ
て
作
っ
て
き
ま
し

た
。」
と
あ
い
さ
つ
し
、
各
学
年
の
代
表
者

に
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
手
渡
し
ま
し
た
。
�

��������������　
荘
司
さ
ん
は
、
昨
年
11
月
に
は
松
田
警
察

署
へ
フ
ク
ロ
ウ
の
マ
ス
コ
ッ
ト
を
あ
し
ら
っ

た
手
作
り
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
１
０
０
０
個
を
寄

贈
し
て
お
り
、
同
署
で
は
交
通
安
全
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
な
ど
で
活
用
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、

井
ノ
口
小
学
校
の
児
童
の
た
め
に
、
４
月
の

入
学
式
に
合
わ
せ
て
、「
ぶ
じ
か
え
る
く
ん
」

を
作
製
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
�

　
下
水
道
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
下
水
道
の
役
割
や
必
要

性
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
（
財
）
神
奈
川
県
下

水
道
公
社
が
実
施
し
て
い
ま
す
。
毎
年
、
下
水
道
に
つ
い

て
学
ん
で
い
る
相
模
川
お
よ
び
酒
匂
川
流
域
に
関
連
す
る

21
市
町
の
小
学
4
年
生
を
対
象
に
、
下
水
道
に
関
す
る
作

文
、
ポ
ス
タ
ー
、
書
道
の
作
品
募
集
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
今
年
度
は
、
応
募
総
数

5
，
1
9
5
点
の
中
か
ら

70
点
が
入
賞
作
品
と
し
て

選
ば
れ
、
加
藤
有
沙
さ
ん

（
中
村
小
）が
ポ
ス
タ
ー
の

部
で
、
相
原
沙
緒
里
さ
ん

（
中
村
小
）が
書
道
の
部
で

そ
れ
ぞ
れ
入
賞
し
ま
し
た
。�

加藤さん（左）、相原さん（右）�

ストラップを手渡す荘司さん（右）�

●
入
賞
作
品
�

●中井町チーム�
�第1区　吉野 広哲�

�第2区　小沢 美幸�

�第3区　山本 瞬平�

�第4区　内田 悦弘�

�第5区　小沼 義弘�

�第6区　金子 和博�

�第7区　上木 高広�

�総合タイム（46.3km）�
�　2時間37分 54秒�
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題名「谷川岳」�

墨絵教室同好会�

坂 西 桂 子（久所）�

改善センター図書室� ８１－３９０７� 井ノ口公民館図書室� ８１－３３１１�

成人書�
◇カラフル�
◇絶望の授業�
◇トコトンやさしいユニバーサ
　ルデザインの本�

児童書�
◆パセリ伝説―水の国の少女―�
�
◇おへそのあな�
◇人形は月夜にほほえむ�

�
（森　絵都）�
（柄本　明）�

 �
（宮入賢一郎）�

�
�

（倉橋燿子）�
（長谷川義史）�

�
（斉藤　洋）�

�
（群 ようこ）�

�
（新堂冬樹）�

�
（栗本　薫）�

�
（川端　誠）�

�
（斉藤　洋）�

�
（ダイアナ･ウィン･ジョーンズ）�

成人書�
◇財布のつぶやき�
◇ブルーバレンタイン�
�
◇樹霊の塔 伊集院大介の聖域�
�

児童書�
◆ときそば�
◇ひとりざむらいとこうちょう
　せんせい�
◇魔法！魔法！魔法！�



11　広報なかい2月号�

﹇
い
ず
み
会
﹈
�

Ｖ�Vｏl.22

ボランティア活動や町事�
業への協力など、地域で�
活躍している団体を紹介�
します。�

会
長
　
　
小
清
水
　
栄
子
（
宮
前
）�

　
い
ず
み
会
は
昭
和
51
年
に
発
足
し
、
今

年
で
発
足
32
年
を
迎
え
ま
す
。
発
足
当
時

は
町
内
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
な
く
、

こ
の
会
が
町
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
第

1
号
で
し
た
。
�

　
婦
人
会
支
部
長
の
有
志
の
方
10
名
で
活

動
が
始
ま
り
、
現
在
は
60
代
か
ら
90
代
ま

で
19
名
の
グ
ル
ー
プ
で
す
。
少
し
で
も
役

に
立
て
ば
と
無
理
を
せ
ず
自
分
た
ち
の
で

き
る
範
囲
内
で
楽
し
く
元
気
に
活
動
し
て

い
ま
す
。
�

　
主
な
活
動
は
、
し
ら
さ
ぎ
中
井
デ
イ
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
で
入
浴
さ
れ
た
方
の
頭
髪
を

ド
ラ
イ
ヤ
ー
で
乾
か
す
お
手
伝
い
を
毎
月

８
回
、
２
名
ず
つ
で
し
て
い
ま
す
。
利
用

者
の
方
々
か
ら
「
さ
っ
ぱ
り
し
た
。
あ
り

が
と
う
。」
と
声
を
掛
け
ら
れ
る
と
、
う

れ
し
く
優
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
や
ま
ゆ
り
園
で
は
月
２
回
ミ
シ
ン
か

け
や
衣
類
の
お
直
し
な
ど
の
お
手
伝
い
を

し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
町
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
連
絡
協
議
会
の
一
員
と
し
て
、
社
会

福
祉
協
議
会
で
行
わ
れ
る
各
種
事
業
や
研

修
会
な
ど
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
�

　
人
と
触
れ
合
う
こ
と
で
お
互
い
に
喜
び

合
え
る
よ
う
に
優
し
い
心
・
奉
仕
の
心
を

持
ち
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
年
齢
に
は
関

係
な
く
元
気
に
活
動
を
継
続
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
�

●
団
体
に
関
す
る
問
合
せ
�

�
小
清
水
栄
子
　
 
（
８
１
）
０
４
５
３
�

市町村合併フォーラム開催のお知らせ�

　神奈川県が策定した合併推進構想の中で、将来的な合併が期待される地域として、中井

町は湘南西圏域および県西圏域の２つの圏域に位置付けられています。�

　このたび、湘南西圏域を対象に市町村合併フォーラムが開催されますので、ぜひご参加

ください。�

湘南西圏域�



●�電話0465-81-1112　●FAX0465-81-1443
●�ホームページアドレス http://www.town.nakai.kanagawa.jp

●�〒２５９-０１９７神奈川県足柄上郡中井町比奈窪56

●�Eメールアドレス kikaku@town.nakai.kanagawa.jp●�編集�・�発行／中井町役場企画課�

No.513 
平成２０年２月１日発行�

平成２０年１月１日現在�

世帯数�

人　口�

男�

女�

３，２９５世帯�

１０，０４６人　�

５，０９９人　�

４，９４７人　�

（前月比）�

（�

（�

（�

（�

－�

－�

－�

±�

）�

）�

）�

）�

６�

５�

５�

０�

納期限は２月２９日（金）です�

☆お支払いは便利な口座振替をご利用ください�

固 定 資 産 税 �
国民健康保険税�
上下水道使用料�
介 護 保 険 料 �

第４期分�
第６期分�
１２・１月分�
第８期分�

■活動内容　①「広報なかい」「広報なかい おしらせ

　　　　　　　版」に対する意見や感想等を毎月所定

　　　　　　　の用紙により報告�

　　　　　　②会議への出席（年2回）�

■応募資格　満16歳以上の町内在住者�

　　　　　　※ただし、公務員や公職にある人は除く�

■募集人員　5人以内�

■謝　　礼　町規定による�

■任　　期　平成20年4月から平成21年3月まで�

■応募締切　2月29日（金）�

■応募方法　「広報モニター応募」と明記の上、

　　　　　　「住所」「氏名」「年齢」「電話番号」

　　　　　　を電話、FAX、ハガキ、Eメールの

　　　　　　いずれかの方法で下記へ応募�

�

申込み・問合せ�

　　〒259－0197　中井町比奈窪56�

　　中井町役場 企画課 企画調整班�

　　TEL81－1112　FAX81－1443�

　　E-mail：kikaku@town.nakai.kanagawa.jp

今年の新成人は89名�
　旧友や恩師の先生との久しぶりの再会を喜び合う、笑

顔と笑い声で満ち溢れた「成人のつどい」となりました。�

　新成人の皆さん、成人おめでとうございます。これか

らのご活躍を期待しています。�

1／13（日）�


